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中
国
研
究
集
刊 

夜
号
（
総
六
十
一
号
）
平
成
二
十
七
年
十
二
月　

一
五
︱
一
七
頁

楚
辞
学
会
日
本
分
会

矢
田
尚
子

　
『
楚
辞
』
の
日
本
へ
の
伝
来
は
、
藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
書

目
』
に
『
楚
辞
』
関
係
の
文
献
が
六
種
類
見
え
る
こ
と
か
ら
、
平

安
期
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
楚
辞
研
究
と
な
る

と
、
日
本
に
お
け
る
萌
芽
が
確
認
さ
れ
る
の
は
江
戸
期
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
大
き
く
進
展
し
た
の
は
、
西
村
天

囚
の
蒐
集
に
よ
る
所
謂
「
楚
辞
百
種
」（
懐
徳
堂
文
庫
蔵
）
の
存

在
が
示
す
よ
う
に
、
明
治
期
以
降
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
後
、

そ
れ
ら
江
戸
・
明
治
期
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
藤
野
岩
友
、
星

川
清
孝
、
目
加
田
誠
、
竹
治
貞
夫
ら
日
本
の
優
れ
た
研
究
者
に
よ

る
楚
辞
研
究
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
楚
辞
研
究
は
従
来
、
研
究
者

が
個
人
で
取
り
組
む
と
い
う
傾
向
が
強
く
、
研
究
会
や
学
会
を
立

ち
上
げ
て
組
織
的
に
進
め
る
と
い
う
方
策
は
講
じ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
二
千
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
持

ち
、
現
在
、
会
員
数
三
〇
〇
人
以
上
の
「
中
国
屈
原
学
会
」
を
有

す
る
中
国
の
楚
辞
研
究
と
は
、
研
究
推
進
力
や
影
響
力
と
い
っ
た

点
で
比
較
に
な
ら
な
い
。

　

中
国
屈
原
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
隔
年
で
開
催
さ
れ
る
「
楚
辞

国
際
学
術
研
討
会
曁
中
国
屈
原
学
会
年
会
」
へ
の
参
加
の
際
に
、

そ
の
こ
と
を
強
く
痛
感
さ
れ
た
故
石
川
三
佐
男
氏
（
秋
田
大
学
名

誉
教
授
）
は
、
楚
辞
研
究
に
関
す
る
学
術
的
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
場
と
し
て
の
会
を
結
成
す
べ
く
、
日

本
国
内
の
楚
辞
研
究
者
に
呼
び
か
け
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
数
名
に
よ
り
、
二
〇
〇
五
年
の
夏
、「
楚
辞
学

会
日
本
分
会
」
が
発
足
し
、
年
に
一
度
、
日
本
中
国
学
会
の
開
催

期
間
を
利
用
し
た
例
会
の
場
や
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

楚
辞
研
究
に
関
す
る
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

〔
研
究
会
通
信
〕
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発
足
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
石
川
三
佐
男
氏
（
当
時
秋
田
大
学

教
授
）、
谷
口
洋
氏
（
当
時
奈
良
女
子
大
学
教
授
）、
大
野
圭
介
氏

（
富
山
大
学
准
教
授
）、
田
宮
昌
子
氏
（
宮
崎
公
立
大
学
准
教
授
）、

吉
冨
透
氏
（
青
山
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）、
野
田
雄
史
氏
（
当

時
佐
賀
大
学
非
常
勤
講
師
）、
矢
田
尚
子
（
当
時
東
北
大
学
大
学

院
博
士
後
期
課
程
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
会
の
発
足
に
当
た
り
、

事
務
局
長
を
石
川
氏
に
、
事
務
副
長
を
田
宮
氏
に
、
事
務
を
野
田

氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
活
動
を
開
始
し
た
が
、
二
〇
一
四

年
二
月
に
石
川
氏
が
急
逝
さ
れ
て
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
事

務
局
長
の
席
は
空
席
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
「
楚
辞
学
会
日
本
分
会
」
と
い
う
名
称
は
、「
楚
辞
学
会
」
な
る

も
の
が
前
提
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
で
あ
ろ
う

が
、
実
の
と
こ
ろ
、
現
在
そ
う
し
た
学
会
は
存
在
し
な
い
。
上
掲

の
「
楚
辞
国
際
学
術
研
討
会
曁
中
国
屈
原
学
会
年
会
」
に
関
連
す

る
学
術
的
活
動
の
総
体
を
指
し
て
便
宜
的
に
「
楚
辞
学
会
」
と
い

う
名
称
を
用
い
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
楚
辞
学
会
日
本
分
会

が
中
国
屈
原
学
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

楚
辞
や
楚
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
上
記
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
有
志

の
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
た
め
、
会
費
の
徴
収
や
学
会
誌
の
発
行

な
ど
も
行
っ
て
い
な
い
。

　

会
を
発
足
し
て
み
て
わ
か
っ
た
の
は
、
一
口
に
「
楚
辞
研
究
」

と
い
っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー
は
伝
世
文
献
を
主
に
用
い
て
研
究
を
行

う
者
、
出
土
資
料
研
究
を
主
と
し
て
き
た
者
、
音
韻
学
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
方
法
論
に

わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
分
野
や
方
法

論
の
枠
を
超
え
て
、
そ
れ
ら
を
有
機
的
に
融
合
さ
せ
た
研
究
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
認
識
に
至
り
、
二
〇
〇
九
年
、
文

部
科
学
省
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
一
般
「
中
国
古
代
戦
国
期

に
お
け
る
楚
文
化
の
学
際
的
研
究
―
中
原
と
の
関
わ
り
に
着
目
し

て
―
」（
研
究
代
表
者
は
大
野
圭
介
氏
）
と
い
う
科
研
費
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
研
究
分
担
者
と
し
て

石
川
氏
、
澁
澤
尚
氏
（
福
島
大
学
准
教
授
）、
谷
口
氏
、
田
宮
氏
、

が
、
ま
た
、
海
外
研
究
協
力
者
と
し
て
黄
霊
庚
氏
（
浙
江
師
範
大

学
教
授
）、
徐
志
嘯
氏
（
復
旦
大
学
教
授
）、
湯
漳
平
氏
（
漳
州
師

範
学
院
教
授
）
が
、
国
内
研
究
協
力
者
と
し
て
田
島
花
野
氏
（
当

時
東
北
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）、
中
村
貴
氏
（
当
時
華
東

師
範
大
学
博
士
研
究
生
）、
野
田
氏
、
吉
冨
氏
、
矢
田
が
参
加
し
、

そ
の
成
果
は
、
大
野
圭
介
主
編
『『
楚
辞
』
と
楚
文
化
の
総
合
的

研
究
』
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
に
汲
古
書
院
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
本
研
究
会
で
は
再
び
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦

す
る
こ
と
と
な
り
、
今
度
は
大
き
く
視
点
を
変
え
、
日
本
の
江

戸
・
明
治
期
に
お
け
る
楚
辞
学
の
萌
芽
期
に
注
目
し
た
研
究
を
行

う
こ
と
に
し
た
。
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江
戸
・
明
治
期
の
楚
辞
学
研
究
の
成
果
は
、
漢
学
の
優
れ
た
知

見
を
持
つ
学
者
た
ち
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
写
本
や
手
稿
本
と
い
う
流
布
形
態
ゆ
え
に
、
中
国
は
も
と
よ

り
日
本
の
研
究
者
の
目
に
さ
え
留
ま
り
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
そ

こ
で
、
そ
う
し
た
資
料
を
活
字
デ
ー
タ
化
し
て
公
表
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
内
容
を
精
査
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
・
明
治
期
に
お

け
る
日
本
漢
学
者
の
楚
辞
学
を
総
合
的
・
体
系
的
に
と
ら
え
、
そ

の
学
術
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
、
石
川
氏
が
長
年
抱

い
て
お
ら
れ
た
構
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
幸
い
こ
の
計
画
は

二
〇
一
三
年
度
の
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
一
般
「
日
本
楚
辞
学
の
基
礎

的
研
究
―
江
戸
・
明
治
期
を
対
象
に
―
」（
研
究
代
表
者
は
矢
田

尚
子
）
と
し
て
採
択
さ
れ
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
蘆
野
東
山
『
楚
辭
評
園
』、
龜
井
昭
陽
『
楚
辭
玦
』、
北
越
董

鷗
洲
『
王
註
楚
辞
翼
』、
西
村
天
囚
『
屈
原
賦
説
』・『
楚
辭
纂
説
』

を
活
字
デ
ー
タ
化
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
て
楚
辞
研
究
史
の
中

に
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
大
野

圭
介
氏
、
谷
口
洋
氏
（
東
京
大
学
教
授
）、
田
宮
昌
子
氏
、
矢
羽

野
隆
男
氏
（
四
天
王
寺
大
学
教
授
）
に
研
究
分
担
者
と
し
て
、
荒

木
雪
葉
氏
（
西
南
学
院
大
学
博
士
研
究
員
）、
田
島
花
野
氏
（
東

北
大
学
助
教
）、
野
田
雄
史
氏
（
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）、
前

川
正
名
氏
（
台
湾
・
国
立
高
雄
餐
旅
大
学
助
理
教
授
）
に
研
究
協

力
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

中
国
に
お
け
る
近
年
の
出
土
考
古
文
献
の
発
見
は
、
楚
辞
研
究

の
分
野
に
も
続
々
と
新
た
な
資
料
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
同
じ

く
「
埋
も
れ
た
資
料
」
で
あ
る
江
戸
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本
楚

辞
学
の
資
料
は
、
出
土
考
古
文
献
と
同
様
、
国
内
外
の
楚
辞
研
究

者
に
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
に

お
け
る
楚
辞
受
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本

漢
詩
に
お
け
る
日
本
楚
辞
学
の
影
響
、
江
戸
期
に
官
学
と
さ
れ
て

い
た
朱
子
学
と
日
本
楚
辞
学
と
の
関
係
な
ど
、
日
本
の
文
学
史
・

思
想
史
研
究
に
お
い
て
も
新
た
な
発
見
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
の
一
部
は
、
二
〇
一
五

年
七
月
二
五
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
淮
陰
師
範
学
院
で
開
催
さ

れ
た
二
〇
一
五
年
楚
辞
国
際
学
術
研
討
会
曁
中
国
屈
原
学
会
第
十

六
届
年
会
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

＊�

楚
辞
学
会
日
本
分
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、�

http://hom
epage3.nifty.com

/lisai/soji/index.htm
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